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デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト 

 

メ
リ
ッ
ト
１ 

 

一
般
的
に
市
販
さ
れ
て
い
る

無
線
機
で
の
傍
受
が
不
可
能
と

な
っ
た
こ
と
で
、
災
害
現
場
か
ら

の
通
信
の
秘
匿
性
が
向
上
し
、
個

人
情
報
の
保
護
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。 

メ
リ
ッ
ト
２ 

 

音
声
通
信
に
加
え
て
、
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
で
文
字
情
報
に
よ
る

通
信
も
可
能
と
な
り
、
現
場
に
よ

り
正
確
な
情
報
提
供
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。 

メ
リ
ッ
ト
３ 

 

各
消
防
本
部
ご
と
に
使
用
で

き
る
周
波
数
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
が

増
加
し
、
同
時
に
複
数
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
で
も
、
混
信
す
る

こ
と
な
く
無
線
交
信
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

メ
リ
ッ
ト
４ 

 

音
声
通
話
が
雑
音
の
な
い
ク

リ
ア
な
音
声
と
な
り
、
聞
き
取
り

や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

 

                              

                              

                           

 電波法の改正により、全国の消防本部が使用しているアナログ方式の消防

救急無線の使用期限が、平成 28 年５月 31 日までと定められました。 

 これに伴い、さつま町消防本部では平成 24 年度から消防救急デジタル無線

の設計・整備に着手し、平成 27 年４月１日より本格運用を開始しました。 

 火災指令！ 
救急指令！ 

遠隔制御装置 
基地局無線装置を操作して消
防車等の移動局と通信を行う 

車載型移動局無線装置 
出力 10Ｗで基地局や移動局間
で通信を行う 

携帯型移動局無線装置 
出力 5Ｗで、隊員が個人装備し
基地局や現場内で通信を行う 

鹿児島県ドクターヘ

リもデジタル無線機

を搭載しているため、

現場から傷病者情報

を送信する際に、情報

の秘匿が守られます。 

消防署の出動指令と同時に、

消防車等の移動局にも同一

の指令が無線指令として流

れるため、署外活動中の車両

がこれまで以上に迅速に出

動することができます。 

火災指令！ 
救急指令！ 
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今
回
は
町
内
の
小
・
中
学
校

か
ら
87
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

に
流
水
小
学
校
６
年
の
小
原
光

莉
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。（
※
表
紙
掲
載
） 

 

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！ 

川
嵜 

友
梨
愛
（
鶴
田
中
１
年
） 

西
囿 

聡
一
郎
（
柊
野
小
１
年
） 

伊
地
知 

未
来
（
宮
之
城
中
１
年
） 

市
来 

優
斗
（
平
川
小
２
年
） 

角 
穂
希
（
平
川
小
３
年
） 

宮
之
脇 
麗
愛
（
紫
尾
小
４
年
） 

得
永 

美
潤
（
流
水
小
６
年
） 

折
小
野 

未
海
（
山
崎
中
２
年
） 

北
田 

梨
奈
（
宮
之
城
中
３
年
） 

岩
元 

翼
（
平
川
小
６
年
） 

※
学
校
・
学
年
は
表
彰
当
時 

 

                              

                              

   

 

空
飛
ぶ
救
命
室
と
も
言
わ
れ
て
い
る

「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」。
い
っ
た
い
ど
ん
な

時
に
運
航
さ
れ
る
か
ご
存
知
で
す
か
？ 

 

鹿
児
島
県
の
場
合
、
全
国
的
に
も
少
な

い
「
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
」
を
採
用
し
て
お

り
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
が
含
ま
れ
る
１
１
９
番
通
報
が
あ
っ

た
場
合
に
、
救
急
隊
の
出
動
と
同
時
に
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
も
要
請
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
医
師
に
よ
る
救
急
医
療

の
開
始
が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、

救
命
効
果
の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

主
な
キ
ー
ワ
ー
ド 

 

◆
人
が
車
に
は
ね
ら
れ
た 

 

◆
車
が
横
転
し
て
い
る 

 

◆
胸
が
痛
い
（
概
ね
40
歳
以
上
） 

 

◆
息
が
苦
し
いe

tc
. 

 

ま
た
、
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
出
動
中
の

場
合
、
民
間
病
院
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
補
完

ヘ
リ
「
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
グ
」
が
そ
の
補
完

を
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
全
戸
設
置
を
目
指

し
て
継
続
的
に
訪
問
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、
設
置
の
有
無
の

確
認
や
適
切
な
設
置
場
所
、
維

持
管
理
な
ど
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
か
ら
の

調
査
依
頼
に
よ
り
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
ご
家
庭
を
訪
問
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
寝
室
、
２
階
以
上

に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段
の

天
井
部
分
に
も
設
置
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
設

置
済
み
の
住
宅
に
は
ス
テ
ッ
カ

ー
を
交
付
し
て
お
り
、
玄
関
な

ど
に
貼
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

悪
質
な
訪
問
販
売
を
防
ぐ
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
警
報
器
を

設
置
さ
れ
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
ご
家
庭
は
，

消
防
署
予
防
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
℡
５
２-

０
１
１
９ 

        

現
在
、
鹿
児
島
県
消
防
学
校
に

入
校
し
、
消
防
士
と
し
て
の
基
礎

を
学
ぶ
た
め
、
毎
日
厳
し
い
訓
練

を
受
け
て
い
ま
す
。 

       

抱
負
を
一
言 

 

私
は
鹿
児
島
市
出
身
な
の
で

さ
つ
ま
町
の
こ
と
を
少
し
で
も

早
く
覚
え
、
住
民
の
方
々
か
ら

信
頼
さ
れ
る
消
防
士
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。  

 

さ
つ
ま
町
の
住
民
の
方
々
の

た
め
に
精
一
杯
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

消
防
士 

上
村 

隆
文 

        

救
急
救
命
士
の
国
家
試
験
に

伊
尻
成
寿
消
防
副
士
長
が
見
事

合
格
。
現
在
、
最
前
線
で
救
急

業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。 

       

抱
負
を
一
言 

 

約
７
ヶ
月
間
に
及
ぶ
研
修
で

得
た
知
識
と
技
術
を
基
に
、
さ

つ
ま
町
の
救
急
医
療
に
１
つ
で

も
多
く
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技

術
も
年
々
高
度
化
し
て
き
て
い

る
の
で
、
自
己
研
鑽
に
務
め
、

さ
つ
ま
町
の
安
心
・
安
全
の
為

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                              

                              

 

『
後
生
大
事
』
と
い
う
四

字
熟
語
が
あ
り
ま
す
が
、
日

本
人
は
外
国
の
方
と
比
べ
て

物
を
大
事
に
す
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
は
日
本
人
が
誇
る

非
常
に
素
晴
ら
し
い
文
化
で

す
が
、
一
方
、
長
期
間
使
用

し
て
い
る
家
電
な
ど
は
部
品

の
経
年
劣
化
に
よ
っ
て
火
災

に
繋
が
る
恐
れ
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

ご
家
庭
の
家
電
製
品
に
以

下
の
よ
う
な
症
状
は
出
て
い

ま
せ
ん
か
？ 

◆
焦
げ
く
さ
い
臭
い
が
し
て

い
る 

◆
使
用
時
の
振
動
や
音
が
大

き
く
な
っ
た
り
、
異
常
な
音
が

す
る 

◆
動
作
が
安
定
し
て
い
な
い 

◆
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
動

か
な
い 

◆
電
源
コ
ー
ド
に
傷
や
破
れ

が
あ
る 

 

◆
電
源
コ
ー
ド
が
触
れ
ら
れ

な
い
程
熱
く
な
っ
て
い
る 

 

こ
の
よ
う
な
異
常
が
あ
る

場
合
は
、
異
常
発
熱
な
ど
に
よ

り
火
災
に
至
る
危
険
が
あ
り

ま
す
の
で
、
た
だ
ち
に
使
用
を

中
止
し
て
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

異
常
を
感
じ
た
場
合
は
、
自

分
で
分
解
せ
ず
専
門
の
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。 

 

長
年
、
使
用
し
て
い
な
か
っ

た
電
気
製
品
は
、
使
用
す
る
前

に
専
門
の
業
者
に
点
検
を
依

頼
し
て
安
全
を
確
認
し
て
か

ら
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

上村消防士職務の宣誓 

訓練中の伊尻副士長 

（23） 
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こ
の
ほ
ど
、
２
年
間
の
任
期

満
了
に
伴
う
消
防
団
幹
部
の
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

消
防
団
長
に
末
吉
義
人
氏
が

再
任
さ
れ
、
新
副
団
長
に
前
鶴

田
方
面
隊
長
の
丸
尾
省
吾
氏
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
、
新
た
に
方
面
隊

長
や
分
団
長
に

14
名
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。 

                 

    

さ
つ
ま
町
の
安
全
・
安
心
を
心

機
一
転
し
て
守
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

                       

                              

   

新
入
団
員
・
機
関
員
研
修 

 

５
月
10
日
、
家
畜
市
場
に
お

い
て
消
防
団
幹
部
・
機
関
員
及
び

新
入
団
員
研
修
が
開
催
さ
れ
１

３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
は
、
消
防
団
員
の
知
識
・
技

術
の
向
上
を
図
る
目
的
で
隔
年

お
き
に
実
施
し
て
い
ま
す
。  

 

新
入
団
員
研
修
で
は
、
消
防
団

員
と
し
て
の
心
構
え
や
、
ホ
ー
ス

の
取
り
扱
い
と
実
際
の
放
水
、
部

隊
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
必

要
な
訓
練
礼
式
な
ど
、
消
防
団
員

と
し
て
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。  

 

こ
の
研
修
で
身
に
付
け
た
知

識
や
技
術
を
糧
に
、
今
後
の
消
防

団
活
動
に
励
ん
で
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

          

   

消
防
関
係
功
労
者
表
彰
式 

 

４
月
15
日
、
鹿
児
島
県
庁
に

お
い
て
鹿
児
島
県
消
防
関
係
功

労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
さ
つ

ま
町
消
防
団
が
日
本
消
防
協
会

長
表
彰
「
竿
頭
綬
」
を
受
章
し
ま

し
た
。  

 

さ
つ
ま
町
消
防
団
は
市
町
村

合
併
か
ら
10
年
が
経
ち
、
こ
れ

ま
で
火
災
出
動
や
豪
雨
災
害
な

ど
数
多
く
の
災
害
に
出
動
し
、
町

民
の
安
全
安
心
に
献
身
的
な
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。  

 

今
回
の
受
章
は
こ
れ
ら
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
後

の
活
躍
に
も
期
待
さ
れ
ま
す
。 

            

◆
宮
之
城
東
部
方
面
隊 

中
央
分
団
長 

日
高 

浩
一 

虎
居
分
団
長 

井
手
原 

清
美 

川
原
分
団
長 

松
下 

鉄
夫 

時
吉
分
団
長 

東 

義
弘 

佐
志
分
団
長 

竹
中 

修
一 

湯
田
分
団
長 

辻
囿 

正
光
○新 

船
木
分
団
長 

竹
之
内 

修
樹
○新 

◆
宮
之
城
西
部
方
面
隊 

山
崎
分
団
長 

長
野 

壯
二
○新 

二
渡
分
団
長 

折
小
野 

善
広 

久
富
木
分
団
長 

濱
田 

誠
○新 

平
川
分
団
長 

酒
匂 

和
彦
○新 

一
ツ
木
分
団
長 

一
ツ
木 

了 

白
男
川
分
団
長 

久
德 

忠
○新 

泊
野
分
団
長 

宮
田 

裕
司 

◆
鶴
田
方
面
隊 

鶴
田
分
団
長 

市
成 

守 

神
子
分
団
長 
曽
山 

清
文
○新 

柏
原
分
団
長 
下
屋
敷 

真
二 

紫
尾
分
団
長 

西
田 
一
俊
○新 

柊
野
分
団
長 

木
塲 
秀
光
○新 

◆
薩
摩
方
面
隊 

永
野
分
団
長 

笹
田 

正
一 

求
名
分
団
長 

野
元 

益
美
○新 

南
求
名
分
団
長 

深
水 

文
好
○新 

中
津
川
分
団
長 

山
口 

育
男
○新 

団長（再任） 
末吉 義人（67歳） 

副団長（新任） 
丸尾 省吾（60歳） 

東部方面隊長○再  
竹添 正光 

西部方面隊長○新  
宮脇 俊郎 

鶴田方面隊長○新  
神野 眞 

薩摩方面隊長○再  
城戸 伸二 

か
ん
と
う
じ
ゅ 
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現
在
、
家
庭
用
・
商
業
用
を

問
わ
ず
、
さ
つ
ま
町
に
お
い
て

多
く
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

が
稼
働
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

か
ら
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
火

災
が
発
生
し
た
場
合
、
日
射
が

あ
れ
ば
発
電
し
続
け
る
そ
の
特

性
か
ら
、
通
常
の
火
災
と
は
異

な
る
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
メ

ー
カ
ー
担
当
者
を
講
師
に
招
き
、

や
ま
と
ソ
ー
ラ
ー
プ
ラ
ン
ト
薩

摩
に
お
い
て
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 

研
修
会
で
は
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
基
礎
知
識
や
消
防
活

動
に
お
け
る
注
意
点
な
ど
の
説

明
を
受
け
、
感
電
の
恐
れ
が
あ

る
箇
所
の
確
認
や
、
安
全
の
た

め
鎮
火
後
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
部
分

を
遮
光
シ
ー
ト
等
で
覆
っ
た
ほ

う
が
良
い
な
ど
と
い
っ
た
現
場

活
動
の
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

                   

旧
車
両
は

15
年

15
万
キ
ロ

に
わ
た
っ
て
「
町
民
の
生
命
」

を
運
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

新
車
両
は
、
最
新
式
の
高
度

救
命
資
機
材
を
備
え
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
迅
速
・
安
全
に
救
命

処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

       

                            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 吉祥園保育所幼年消防クラブ

とさつまるちゃんがパレード 

【防火パレード】 

老朽化による更新で、業者から

最新式のシステムの説明 

【川原分団消防車の更新】 

指揮者として幼年消防クラブ

員 132名を堂々と率いました 

【平成 27年消防出初式】 

 

しび保育園幼年消防クラブが

勇壮な太鼓で防火を PR 

【JA農業祭】 

さつまフェスタで一日署長と

して来場者に防火を PR 

【かぐや姫が一日消防署長】 

新車庫落成で玉串をささげて

無事故無災害を祈願 

【佐志分団車庫落成】 

 


